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【授業の主題】 
 人を対象とする専門職として最も基本となる、「人体の構造と機能」「疾病」「リハビリテー
ション」をテーマとする科目であり、以下の３点を学ぶことを主たる目標とする。 
 
【到達目標】 

1) 心身機能と身体構造及び様々な疾病や障害の概要について、人の成長・発達や日常生活と
の関係を踏まえて理解する。  

2) 国際生活機能分類（ICF）の基本的考え方と概要について理解する。  
3) リハビリテーションの概要について理解する。  

 
【授業計画・内容】 
第 1 回 人間の成長・発達と老化（田中） 
第 2 回 人体の構造と機能①（日下） 
第 3 回 人体の構造と機能②（日下） 
第 4 回 人体の構造と機能③（日下） 
第 5 回 疾病の概要①（田中） 
第 6 回 疾病の概要②（田中） 
第 7 回 疾病の概要③（田中） 
第 8 回 疾病の概要④（田中） 
第 9 回 疾病の概要⑤（田中） 
第 10回 障害の概要①（田中） 
第 11回 障害の概要②（田中） 
第 12回 リハビリテーションの概要①（相馬） 
第 13回 リハビリテーションの概要②（相馬） 
第 14回 国際機能分類の基本的な考え方と概要（相馬） 
第 15回 健康のとらえ方（田中） 

 
【授業実施方法】 
講義 

【授業準備】 
特になし 

【主な関連する科目】 
「介護の基本」「日常生活支援技術演習」「認知症ケア論」「医療的ケア」「介護過程」「精神医
学」「精神保健学」「精神科リハビリテーション学」「精神保健福祉援助技術各論」「精神保健福祉
援助演習」「介護実習」「精神保健福祉援助各論」「精神保健福祉援助演習」「介護実習」「精神保
健福祉援助実習」 

 
【教 科 書 等】 
新・社会福祉士養成講座 １「人体の構造と機能及び疾病」－医学一般 中央法規出版 
 

【参 考 文 献】 
随時照会する。 
 

【成績評価方法】 
定期試験成績 100％で評価する。 
 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 
臨床医として勤務。この経験を活かして実践的な授業にしたい。 
 

【学生へのメッセージ】 
 介護福祉・社会福祉・精神保健福祉、どの福祉職にとっても最も基本的な知識を学ぶ予定であ
る。予習復習をしっかりと行うとともに、観察力や洞察力をもとに対象者理解を深めてほしい。 

授業科目名・形態 医学一般      講義 必修・選択の別 選択 単位数 ２ 

担当者氏名 田中明彦・日下和人・相馬雅之 実務経験の有無 有 開講期 １年後期 


